
無料プリント

社会科「地理」　第12章．日本地理－近畿地方② 解答と解説
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【 アプリ版のご紹介 】 中高生の地理 【 他アプリからオマケの一題 】

　中高生の日本史

　大化の改新以来の改革を集約して、701年にできた法律の体系は？
　(A) 十七条の憲法　(B) 武家諸法度　(C) 永仁の徳政令　(D) 大宝律令

琵琶湖では、工業排水の増加からプランクトンが大量発生する（　赤潮　）が問題になっている。  ...   赤潮は瀬戸内海や有明海でも深刻化している。

　扇状地、混合農業、瀬戸内式気候、ルール工業地帯、BRICs、、。
　地理を学ぶ上で絶対に抑えておきたい重要事項を、分かりやすく解説。
　このアプリ一本で、日本・世界の各地域の地誌をマスターすることができます。

農業環境の悪化に伴い、工場や会社に勤めながら農業を行う（　兼業農家　）が増加してきてい
る。

 ...   ほか、農業をやめる離農も進んでおり、深刻な問題となっている。

滋賀県は地価の高い大都市に代わって、（　ベッドタウン　）として住宅地の役割を担っている。  ...   滋賀県の人口は、1970年から2010年の40年間で約1.5倍になった。

琵琶湖から京都市に通じる（　琵琶湖疏水　）は、水運や発電に利用されてきた。  ...   琵琶湖疏水は京都の上下水道として現在も活用されている。

大都市である大阪市と結びついて、周辺の芦屋・西宮などの（　衛星都市　）が発達した。  ...   衛星都市は、住宅・工場・保養などの役割を持つ。

大阪の淀川沿いでは、地下水の大量汲み上げから生じた（　地盤沈下　）が問題となっている。  ...   一度地盤沈下した土地はもう元に戻らないとされている。

滋賀県では、大阪や神戸など、近くの大都市に新鮮な作物を直送する（　近郊農業　）が盛んで
ある。

 ...   滋賀県の近江盆地では米作りが盛んで、大阪や神戸など大都市で消費されている。

＜ワンポイント解説＞

大阪湾岸に金属・造船などの重工業が発達し、（　阪神工業地帯　）が形成された。  ...   阪神工業地帯は、1960年代には全国出荷額の20％を占めたが、現在は約10％。

大阪を中心とする工業地帯では、海運を生かして（　重化学工業　）が盛んに行われてきた。  ...   重化学工業とは、鉄鋼業や機械工業など重量の大きな製品の工業をまとめた呼び方。

貿易港として発達してきた神戸では、1980年代に人工島の（　ポートアイランド　）に海上都市が
作られた。

 ...   ポートアイランドには、港だけでなく、住宅、学校、講演なども配置されている。
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